
ダン吉＆べっこときどき新聞
2024.1.1 期待してます 辰年さんに
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ひ
と
こ
と

発行元 小久保運送（有）/ かたづけダンベぇ0270-32-1542

「たまむすび 」
住所：佐波郡玉村町下新田619
電話：0270-65-2050
営業時間：11:30～16:00
（ランチ11:30～14:00）
定休日：日曜・第1.3月曜日

ご
紹
介 

佐
波
郡
玉
村
町
「
お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ

た
ま
む
す
び
」
さ
ん
の
ご
紹
介

１
年
間
あ
り
が
と
う

日
光
例
幣
使
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
玉
村
宿
の
賑
わ
い
を
、
歴
史

あ
る
建
物
た
ち
が
当
時
の
面
影
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
玉
村
町
上
新
田
・

下
新
田
周
辺
。
「
玉
む
す
び
」
さ
ん

は
、
そ
の
街
道
沿
い
で
、
か
つ
て
造

り
酒
屋
だ
っ
た
建
物
を
再
利
用
、
今

年
３
月
に
お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

お
米
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
樋
口
さ
ん

が
惚
れ
込
ん
だ
中
之
条
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
花
ゆ
か
り
」
。
お
米
の
持
ち
味

を
生
か
す
た
め
に
硬
め
に
炊
き
、
三

角
の
型
で
成
型
。
時
間
が
経
っ
て
も

ふ
っ
く
ら
感
が
残
る
の
も
特
長
で
す
。

具
材
は
、
毎
日
７
種
類
。
化
学
調

味
料
・
保
存
料
は
一
切
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
。
塩
は
沖
縄
産
の
天
然
塩
、

海
苔
は
有
明
産…

と
妥
協
が
あ
り
ま

せ
ん
。
人
気
の
「
本
日
の
お
に
ぎ
り

ラ
ン
チ (

１
１
０
０
円
）
」
は
、
好
き

な
お
に
ぎ
り
2

個
に
、
旬
の
地
場
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
お
惣
菜
、
サ

ラ
ダ
、
き
の
こ
の
お
味
噌
汁
が
付
い

た
、
心
も
身
体
も
ほ
っ
こ
り
幸
せ
に

し
て
く
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
。

店
主
の
樋
口
さ
ん
は
、
玉
村
町
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
長
き
に
わ
た
っ

て
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
「
玉
村

の
歴
史
を
守
り
な
が
ら
、
次
の
世
代

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
気
軽
に
人
が

集
ま
っ
て
く
る
〝
ま
ち
の
寄
り
合
い

所
”
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
に
な
れ
れ

ば
・
・
」
と
樋
口
さ
ん
。

店
内
は
、
和
室
や
ち
ょ
っ
と
し
た

個
室
も
あ
っ
て
、
子
連
れ
で
も
利
用

し
や
す
い
雰
囲
気
で
す
。

イ
ー
ト
イ
ン
も
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

も
ど
ち
ら
も
Ｏ
Ｋ
。
た
だ
し
、
お
に

ぎ
り
は
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す
。

出典 「アイマップ」 www.imap.ne.jp

2023年は大変お世話になりました。かたづけ
ダンベぇもサービス開始からちょうど10年間が
経ちました。
振り返ってみれば、様々な人に助けて頂いて、

これまで何とかやってくることができたと思いま
す。
これも人と人とのつながりを大切にして、小さ

な仕事から大きな仕事まで、一生懸命ブレずに
やってきたことが認められたのではないか？と勝
手に推察している次第です。
2024年もかたづけダンベぇを、どうぞよろし

くお願い致します。（スタッフ一同）

パ
ル
コ
と
言
え
ば
、
日
本
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
文
化
も
引
っ

張
っ
て
き
た
小
売
業
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
縁

あ
っ
て
若
い
こ
ろ
、
所
沢
市
に

あ
る
パ
ル
コ
（
新
所
沢
駅
近

く
）
に
よ
く
通
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
慣
れ
親
し
ん
だ
、
地

方
の
パ
ル
コ
が
、
来
年
２
月
で

そ
の
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
と
ネ
ッ
ト
で
知
り
、
１
０

年
ぶ
り
位
に
家
族
で
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

行
っ
て
み
て
感
じ
た
の
は
、

「
人
少
な
い
な
～
」
と
い
う
こ

と
。
か
つ
て
は
恐
ら
く
先
端
的

な
建
物
に
、
お
し
ゃ
れ
な
洋
服

や
グ
ッ
ズ
の
お
店
。
子
供
が
夢

中
に
な
っ
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ッ
プ
。
混
雑
し
て
た
飲
食

店
等
も
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。

そ
し
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

店
内
の
ベ
ン
チ
に
ず
っ
と
座
り

続
け
る
高
齢
者
の
姿
。

閉
店
に
は
様
々
な
理
由
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
大
げ
さ
な

様
で
す
が
、
日
本
の
抱
え
て
い

る
問
題
点
を
垣
間
見
た
よ
う
な

気
が
。
で
も
同
時
に
、
こ
の
状

況
を
何
と
か
し
な
い
と
い
か

ん
っ
て
、
勝
手
に
思
っ
た
私
で

し
た
。

先日テレビを見ていたら、今年を表す文字は
「税」ということになったそうですが、うーん、
なんかピンと来ない感じ。なかなか一文字で世
相を表現すると言うのは難しいですよね。個人
的に今年を表現するとしたら、「色々トライし
た１年」でしょうか。ですのでなかなか一文字
で表現するのは難しいですね(笑)
さてそんなウサギ年（私年男）でしたが、辰

年はどうなるんでしょうかねぇ。今このレター
を書いていて、子供の頃、そうか同級生でも１
月～３月生まれの子は、辰年なんだな～と不思
議に思ったことを覚えています。
振返れば昨年の今ごろは、外に出るのもマス

クが当たり前。人ごみの中ならなおさらでした。
忘年会や新年会も企画を見送るところも多くて、
そういう意味では自由の制約もありましたよね。
それでも５月にコロナが５類に分類され、イン

フルエンザのような扱いとされたあとは、私自
身はなるべくマスクを付けず外出し、コロナ前
と同じように振舞うようにしてました。最初は
結構抵抗もありましたけど、でも私が所属する
ある会では例会にマスクを付けてくる人は早い
段階で、ほとんどいませんでした。今、やっと
それが当たり前になってきた感じがします。
そんな今年の後半でしたが、コロナ禍故に成

立していたビジネスが無くなり、世界情勢によ
るコストアップ、値上等も影響して、ちょっと
不安な面も出て参りました。でもでも私は頑張
ります！日本の力を信じますよ！それでも地球
は回る（？）。2024年が始まります。
頑張って行きましょう！期待しています、
辰年さんに(笑)

本日のおにぎりランチ

かたづけダンベぇから


	スライド 1

